
地誌研年報15号， 2006年3月

ANREG 15， March 2006 

インドにおけるブロイラー養鶏地域の形成

一一アグリビジネスの役割に着目して一一

後藤拓也$

Development Mechanisms of the Broiler Meat Production Areas 

in lndia: Analysis Based on the Agribusiness Behaviors 

Takuya GOTO・

目

1.はじめに

11.インドにおける食肉生産の構造変化

皿.ブロイラー飼養の地域的拡大

1.はじめに

1.問題の所在

次

N.アグリビジネスの役割

V.プロイラー養鶏農家の実態

VI. おわりに

1991年からの経済自由他政策下において，インド経済は著しい成長を遂げている。それ

に伴う畜産物需要の拡大によって，インドの畜産部門は飛躍的な発展を示すようになっ

た。インドの畜産部門に関するこれまでの研究を見ると，国家的プロジェクトである「白

い革命」による酪農地域の発展に研究者の関心が集中する傾向にあり，多くの優れた実証

研究が蓄積されてきた。代表的な研究例としては，中里(1995，1998， 2001)や久保田

(2001) ，海外研究者ではAtkins(1989)やクーリエン(1997)らの成果をあげることが

できょう。これらの研究では，インドにおける酪農地域の形成において，近代的酪農技術

の普及，生乳流通チャネルの確立，協同組合組織の拡充， といった要素が重要な役割を果

たしたことが明らかにされている。このように，インドの畜産部門に関する既存研究を見

ると，主として国家主導型の畜産部門を中心lこ実証研究が蓄積されてきたといえる。

しかしその一方で，インドにおけるアグリビジネス主導型の畜産部門については研究例

が乏しし早急に研究の蓄積が必要であると考える。インドにおいては1980年代後半から

都市中間層の増加に伴い食肉需要が拡大し，食肉産業が急激に発民しつつある。このよう

なインドにおける食肉産業の飛躍的発展は r緑の革命Jr白い革命」になぞらえてピ
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ンク革命 (thePink Revolution) Jと呼ばれるほど顕著な趨勢となっている。(中里， 2001. 

p.66)。こういった食肉産業の飛躍的発展に大きな役割を果たしているのが，インドに

おけるアグリピジネス(農業関連企業)である。筆者はこれまで，日本におけるアグリ

ビジネスの典型例としてプロイラー養鶏部門に着目し，その垂直的統合 (Vertical

Integration)がグローパル化の進行に伴いどのように変佑してきたのかを実証的に分析

してきた(後藤， 2001 ; 2003 ; 2004)。後述するように，インドにおける食肉生産のなか

でも鶏肉生産量は1980年代後半以降に突出した増加率を示し.2003年にはついにインド最

大の食肉部門となった。それに伴い，インド全域においてプロイラー養鶏地域が急速に形

成されつつある。このようにインドにおいて鶏肉生産が急増している背景に，日本と同様

のアグリビジネスによる垂直的統合が機能しているのかどうか，検討する余地は十分にあ

ろう。

そこで本研究では，インドにおけるアグリビジネス主導型の畜産部門としてプロイラー

養鶏部門に着目し，その発展メカニズムを地理学的な視点、から考察することを目的とす

る。具体的には，以下の手順に基づいて検討を行う。まず第一に，インドにおいて1980年

代後半から鶏肉の生産量がドラスティックに増加していることを統計的に示す(第II章)。

そして第二に，インドにおけるプロイラー養鶏地域の拡大プロセスを全国レベルで検討し

(第皿章).アグリビジネスがどのような役割を果たしているのかを確認する(第W章)。

さらに第三として，インドにおけるブロイラー養鶏農家の実態について地域レベルでの分

析を行う(第V章)。

以上の分析を通じて，これまで研究例の乏しかったインドにおけるアグリビジネス主導

型の畜産部門が， 1980年代後半からどのようなメカニズムで地域的に展開しつつあるのか

を検討したい。

2.分析方法

本稿では，インドにおけるプロイラー養鶏部門の全国的動向を把握する基礎的資料として，

インド農業省 (Ministryof Agriculture)が5年ごとに刊行している rrndianLivestock 

CensusJ各年版を使用した。この統計を用いることで，インドにおける家畜飼養頭羽数

を州別に把握することが可能となる。ただし，インド政府の統計は直近年より 5-6年ほ

ど遅れて刊行されるのが通常であるため，本稿で利用し得る最新の統計は1997年版である

ことを予め記しておく 2)。これと併せて， 2003年12月にインド農業省で実施した聞き取り

調査によって統計資料の不足を補完することに努めた。また，ブロイラー養鶏農家の実態

を把握する資料としては，筆者が2003年12月においてハリヤーナー (Haηrana)州グルガ
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オン (Gurgaon)県ノtタウディ (Pataudi)村において実施した養鶏農家への聞き取り調

査結果を用いる。

II.インドにおける食肉生産の構造変化

ここでは，インドにおける食肉生産量がどのように推移し，その中で鶏肉がいかなる位

置を占めてきたのかを統計的に確認する。図 lは，国連食糧農業機関 (FAO)の統計

rFAOSTATJを用いて，インドにおける食肉生産量の変化を畜種別に示したものである。

インドにおいて生産される主要な食肉は，牛・仔牛肉 (Beefand VeaI) ，水牛肉

(Buffalo)，山羊肉 (Goat)，豚肉 (Pig)，そして鶏肉 (Chicken)という各種類である。

まず， 1985年のインドにおける食肉生産量のトップ3を見ると，第 l位が水牛肉で101

万トン，第2位が牛・仔牛肉で95万トン，それらに次ぐ第3位が豚肉の36万トンであっ

た。それに対して，同年における鶏肉の生産量は16万トンに過ぎず，他の食肉に比較する

ときわめて低位にとどまっていた。しかし， 2003年現在の食肉生産量トップ3を見ると，

第l位が鶏肉で160万トン，第2位が牛・仔牛肉で147万トン，そして第3位が水牛肉で

146万トンとなり叱鶏肉がインドにおける食肉部門のトップに躍り出たのである。すな

わち， 1980年代後半以降のインド食

肉生産における最大の変化は，鶏肉

部門のドラスティックな急成長とい

う点に集約することができょう。

このようにインドにおいて鶏肉部

門が急成長した背景として，都市住

民の所得増加に伴い食肉消費量が拡

大したことで，それまで低位にとど

まっていた鶏肉需要が急速に増加し

たという消費活動の変化によるとこ

ろが大きいと推察される。しかしな

がら，このように短期間で鶏肉生産

の飛躍的な拡大が可能となったの

は，インドにおいて鶏肉産業が急成

長し，全国的な鶏肉生産・流通シス

テムが急速に整備されたことが最大
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図1 インドにおける種類別にみた食肉生産量の推移
資料:FAO rFAOSTATJにより作成。
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の要因であると考えられる。

それでは， 1980年代後半以降のインドにおいて，プロイラー養鶏地域はどのように形成

されてきたのだろうか。その詳細な検討は次章において行う。

ill.ブロイラー飼養の地域的拡大

ここではまず，インドにおいて1980年代後半以降にプロイラー養鶏地域がどのように形

成されてきたのかを，全国レベルで空間的に検討する。

図2は，インド農業省rJndianLivestock CensusJ 1987， 1992， 1997年版を用いて，

インドにおけるプロイラー飼養羽数の推移を示したものである。これを見ると， 1987年時

点でインドのプロイラー飼養羽数は2，074万羽であったが， 1992年には4，924万羽，そして

1997年になると7，328万羽まで増加しており， 1980年代後半以降に著しく飼養羽数が増加

していることが読み取れる。しかし，ここで着目すべき点は，インドにおけるプロイラー

飼養羽数の拡大が，外国産品種の急速な普及によってもたらされている点である(図2}。

すなわち， 1987年にはインド全国のプロイラー飼養羽数に占める外国産品種(Improved)

の比率は31.9%に過ぎなかったが， 1992年には35.7%，そして1997年には50.2%に達し，

インドで開発された国産品種 (Desi)の比率を逆転していることが理解できる。これらの
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図2 インドにおける品種別にみたブロイラ一間養羽数の推移
資料:rrndian Livestock CensusJ各年版により作成。
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外国産品種は，主にアメリカ系の僻卵企業コップ・パントレス社 (Cobb-VantressInc.) 

が開発したコップ (Cobb)や，イギリス系の貯卵企業ロス・ブリーダーズ社4)(Ross 

Breeders Ltd.)が開発したチャンキー (Chunky) という品種であり，インド国産品種に

比較して雛の育成率や増体など生産性の面で格段に優れているとされる。後述するよう

に，これらブロイラーの外国産品種は，インドの寡占的な大手癖卵企業らによって養鶏地

域や養鶏農家への普及が進められているのである。

それでは，このようなインドにおけるブロイラー飼養羽数の拡大，外国産品種の普及は，

全国的に見てどのように展開してきたのだろうか。図3は，インドにおける1997年時点の

ブロイラー飼養羽数を州別・品種別に示したものである。これを見ると，インドにおける

ブロイラー飼養羽数の分布に著しい地域的な偏りがあることが分かる。まず1997年におい

てプロイラー飼養羽数が最も多いのは東インドのウエスト・ベンガル州であり， 1，328万羽

とインド全体の18.1%を占める。それに次ぐのが，南インドのアーンドラ・プラデーシユ

州で1，060万羽と全国シェアの14.5%，同じく南インドのタミル・ナードゥ州で691万羽と

全国シェアの9.4%を占める。それに続くのがオリッサ州の592万羽で全国シェアが8.1%，

マハーラーシュトラ州の561万羽で全国シェアが7.7%となっている。総じて，インドにお

けるブロイラー飼養羽数は，南インドから東インドにかけて多く分布していることが理解

できょう。

さらに，これらプロイラー飼養羽数の分布を品種別にみると，前述の外国産品種の普及

率に州ごとの格差があることが認められる(図3)。具体的には，アーンドラ・プラデー
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図3 インドにおけるブロイラー飼養羽数の地践的分布(1997年)
資料:rJndian Livestock CensusJ 1997年版により作成。
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シュ州，タミル・ナードゥ州，カルナータカ州，ケーララ州など南インドにおいて外国産

品種の普及率がきわめて高〈なっている。なかでも，ケーララ州では外国産品種の比率が

89.9%ときわめて高い。それに対して，ウエスト・ベンガル州，オリッサ州，ピハール州

など東インドでは外国産品種の普及率がきわめて低くなる傾向にある。このように外国産

品種の普及率に地域差がある理由としては，後述するように，インドでは南部に拠点を持

つ大手貯卵企業が非常に多しそれら大手貯卵企業が州内の養鶏地域や養鶏民家へ先行的

に外国産品種の普及を進めた結果であると推察される。ただし，これらの地域以外でも，

北インドのハリヤーナー州や西インドのグジャラート州では，外国産品種の普及率がそれ

ぞれ82.0%，100%ときわめて高し 1987--97年において急速な産地拡大が進んだ地域と

位置づけることができょう。

IV.アグリビジネスの役割

それでは， 1980年代後半以降におけるブロイラー飼養羽数の地域的拡大において，鶏肉

部門のアグリビジネスがどのような役割を果たしたのか。ここではまず，インドにおける

ブロイラーの垂直的統合がどのような仕組みで成り立っているのかを概観し，その中でど

のような主体が影響力を持っているのかを考察する。

図4は， 1990年代のインドにおける鶏肉部門の垂直的統合を模式的に示したもので

ある。これを見ると，まず雛を供給する貯卵企業 (Hatcheries)，そして飼料を供給する

飼料企業 (FeedPlants)がJII上に

位置している。そして，これら企業

から雛や飼料の供給を受けるのが，

直営農場 (OwnFarms)，飼養農家

(Growers) らの農家群である。

これら農家によって育成された

生烏 (GrownBirds) は，処理場

(Processing Plants)に出荷される

か，生烏のままで市場に販売される

(Live Bird Markets)。しかしなが

ら，この図はあくまで鶏肉部門の垂

直的統合を模式的に示したものであ

り，インドにおける現実的な鶏肉生

Feed Chicks 

Grown Birds 

図4 インドにおける鶏肉部門の垂直的統合(模式図)
資料:rrndian Poultry Industry YearbookJ 1994年版によ
り作成。
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産・流通システムを必ずしも的確に反映している訳ではない。

インドにおける鶏肉部門が持つ最大の特徴として，農家によって育成される生烏のほと

んどが，処理加工されることなく市場へ出荷されている点を指摘できる。つまり，インド

においては未だブロイラーの処理・加工部門が未発達であり，よってブロイラーは生烏の

まま流通して，大規模小売庖や専門屈の庖頭で職人によって処理加工されるのが通常と

なっている。これは，日本において企業的な処理場が発達していなかった1950----60年代

に，生烏流通が一般的であった状態と非常によく似ているといえる。

ここでは，インドの鶏肉部門においてブロイラーの生烏流通が大勢を占めていることを

裏付ける根拠を2点ほど示したい。まず第一に，インドにおける農産物の全国的な市場流

通システムにおいては，野菜・果実などと同様に，鶏が一部門を構成している点である。

例えば，インド最大の消費市場である首都デリーにおいては，デリー市政府デリー農業

マーケティング局が管轄する 6市場のうちの l市場として，鶏・鮮魚を扱うガジフ。ル

(Ghazipur)市場が運営されておりペインド有数の鶏の集荷市場となっている(荒木，

1999. pp.60-6I)。すなわちインドでは，農家から出荷されたブロイラーが生烏のまま，

公設の市場で取引されるのが通常となっている。そして第二は，インドにおけるブロイラー

処理企業の数がきわめて少ない点である。例えばi'IndianPouItry Industry Yearbook，J 

1994年版によれば，インドにおいてブロイラー用雛を供給する僻卵企業は全国で281社を

数えるのに対し，インドでブロイラー処理を行う処理企業は，全国でわずか29社にとど

まっている。これらは1990年代半ばの資料であるものの，インドにおいてブロイラーの処

理加工部門が未だ発達途上であることを裏付けているといえよう。

それでは，このように処理加工部門が未発達であることは，ブロイラーの垂直的統合に

とって何を意味するのであろうか。例えば日本を事例に見ると，農家が育成したブロイ

ラ一生烏は殆ど100%が処理場へ出荷され，そこで解体処理された鶏肉製品が大規模小売

庖や専門店に販売される。すなわち，日本の鶏肉部門において垂直的統合を支配する主体

(Integrators)は紛れもなく処理場であり，それら処理場が鶏肉生産・流通システムに与

える影響はきわめて大きい。しかしインドでは処理加工部門が未発達であるため，垂直的

統合を支配するのは処理場ではなく，雛を供給する醇卵企業 (Hatcheries)が重要な役

割を担っているものと推測される。

ここでは.2003年現在のインドでプロイラー用雛を供給する貯卵企業の大手5社とい

われる企業群6)を概観する。まず，インドにおいて第l位のシェアを持つ僻卵企業が

Venkateshwara Hatcheries Ltd. (本社所在地:マハーラーシュトラ州プネー)である。

この企業は1971年に醇卵企業として創立したが，後述するように現在では養鶏に関する事
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業多角化を顕著に進めており rVenky'むというプランドで患肉製品を全国に供給して

いる7)。これに続くのが.Kasila Fanns Private Ltd. (本社所在地:アーンドラ・プラ

デーシュ州ノ、イデラバード).Arambagh Hatcheries Ltd. (本社所在地:ウエスト・ぺン

ガル州コルカタ)であり，いずれもプロイラー飼養羽数が集中する地域に本社を持つ鰐卵

企業であることが分かる。さらに，これらに続くのが.Suguna Poultry Fann Ltd.と

Pioneer Breeding Finns Ltd.であり，これら2社はいずれもタミル・ナードゥ州を本社

としている。このように，プロイラー用の雛を供給する大手醇卵企業は，その多〈が南イ

ンドや東インドの企業で占められていることが理解できょう。

表 lは，インド最大の醇卵企業である VenkateshwaraHatcheries Ltd. (以下， VH社

と略記)について，その事業展開を時系列的に示したものである。この表から，インドに

おけるプロイラー養鶏の展開プロセスについて以下の点を読み取ることができょう。まず

第一に， 1970年代に南インドから北インドへと系列醇卵企業の設立を進め，比較的早い時

期から雛の供給網を全国展開してきた点である。そして第二に.インドの貯卵企業がプロ

イラー用雛の供給において，外資系企業との合弁を積極的に進めることで，新品種を開

発・供給してきた点を指摘できる。 VH社の例で見ると， 1980年にアメリカの貯卵企業

コップ・パントレス社との合弁で育種企業を設立し，コップ種と自社品種を交配して開発

した新品種ベンコップ (Vencobb)をプロイラー養鶏農家に供給するようになった。さ

らに第三として， 1970年代までは解卵事業を中心としていたが， 1980-90年代にかけて養

鶏に関する事業の多角化を積極的に進めている点を読み取れる。注目されるのは， VH社

が鶏肉の処理部門に進出するようになったのが， 1988年ときわめて遅い事実である(表

1)。このことは，インドの鶏肉部門において生烏流通が一般的であり，生烏の処理加工

がいまだ十分に発達していない状況を知実に示しているといえよう。ここで示したVH

社による事業展開は，あくまで I企業の事例に過ぎないが，インドのブロイラー養鶏部門

が僻卵企業によって主導されてきたという事実をよく表しているのである。

それでは，これらブロイラー用雛を供給する牌卵企業は，インドにおいてどのような地

域に分布しているのだろうか。図5は，インドにおけるプロイラー解卵企業の地域的分布

を示したものである。インドにおける解卵企業の分布を把握できる資料は1993年のものに

限られるが，この時点ではブロイラ一周雛を供給する解卵企業は全国で281を数える。そ

の地域的分布を見ると，最も多いアーンドラ・プラデーシュ州の60を始め，マハーラー

シュトラ州に26，カルナータカ州に25，そしてタミル・ナードゥ州に24と，総じてブロイ

ラー飼養羽数の集中する南インドに多いことが分かる。ただしそれ以外の地域でも，ハリ

ヤーナー州に33の瞬卵企業が立地するなど，外国産品種の普及率が高い地域には瞬卵企業
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表1 インドにおける VenkateshwaraHatcheries Ltd.の事業展開

年 事業の概要

1971年
創業者Dr.Raoが，マハーラーシュトラ州でVenkateshwaraHatcheries Ltd.を設立
する。

Babcock社から購入した初めてのブロイラー種鶏がボンベイ港に到着する。

1972年 創業者Dr.Raoが，アーンドラ・プラデーシュ州，タミル・ナードゥ州，マハーラーシュ
トラ州，グジャラート州，マディア・プラデーシュ州，デリー，ウエスト・ベンガル

州を訪れ，系列解卵企業の設立に尽力する。

パンジャプ州にNorthHatcheries Ltd.を設立し，インド北部における雛の供給を本

1974年 格イじする。

アーンドラ・プラデーシュ州にBalajiFoods and Feeds Pvt.Ltd.を設立する。

ヒマーチャル・プラデーシュ州にShivalikHatcheriesを設立する。
1975年
創業者Dr.Raoが， Cobb社のプロイラー種鶏をインド市場に初めて導入する。

1976年
マハーラーシュトラ州に WesternHatcheries Ltd. (現在のVenky'sIndia Ltd.)を
設立する。

マハーラーシュトラ州にアメリカの Cobb-Vantress社との合弁でVencoResearch 

1980年
and Breeding Farm Ltd.を設立し，ブロイラーの育種事業に進出する。

マハーラーシュトラ州にアメリカの ISABabcock社との合弁でVenkateshwara
Research and Breeding Farm Ltd.を設立し，採卵鶏の育種事業に進出する。

1986年
Venky's India Ltd.が養鶏の関連企業としては初めてインド証券取引所に上場する。

Venky's India Ltd.が動物医薬品事業に進出する。

1988年
Venky's India Ltd.がファストフード事業に進出し，マハーラーシュトラ州に最初の
プロイラー処理場を建設する。

1990年
カナダのJameswayIncubator社との合弁でVJ Equipment Ltd.を設立し，W#卵器
の開発・製造事業に進出する。

1994年
ベルギーのRoxell社との合弁でVREquipment Ltd.を設立し，自動給餌機の開発・
製造事業に進出する。

創業者Dr.Raoが，アメリカ訪問中に死去する。

1996年 マハーラーシュトラ州にUUaraFoods and Feeds Pvt. Ltd.を設立し，飼料の開発・
製造事業に進出する。

2001年 Venky's India Ltd.がペットフード事業に進出する。

2003年
アメリカのBioSentry社との合弁でVenkateshwaraBiosentry India Ltd.を設立し，
バイオテクノロジー事業に進出する。

注)この他に.オリッサ州とウエスト・ぺンガル州でEasternHatcheries Ltd.を設立しているが，その
設立年は記載されていないため年表には含めていなし、
資料:Venkateshwara Hatcheries Ltd.のホームページ(http://www.venkys.com/archive/profiIe/profiIe
Tirneline.html 2∞6年1月15日検索)により作成。
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L-.I 

Number of Hatcheries 

.10 

図5 インドにおけるブロイラー鰐卵企業
(Hatcheries)の地母的分布

注)この他に，アンダマン・ニコパル諸島に2.チャンディーガルに5.ポ
ンディシエリーに lの解卵企業があるが，図版表現の郡合から省略した。
資料:rrndian Poultry Industry YearbookJ ¥994年版により作成。

が多く分布する傾向が伺えよう(図5)。

以上の分析から，インドにおいては外国産品種を導入することでプロイラー養鶏地域の

空間的拡大が図られ，その背後には鶏肉部門において大きな影響力を持つ貯卵企業が重要

な役割を果たしていることが指摘できた。そこで次章では，これらインドの鶏肉部門を特

徴づける生烏流通や貯卵企業の影響力を，実際の養鶏農家に対する聞き取り調査をもとに

検討していく。

V.ブロイラー養鶏農家の実態

本章では，インドにおけるブロイラー養鶏農家の実態を検討し，インドの鶏肉部門にお

いて農家がどのように位置づけられているのかを確認する。調査対象地域として取り上げ

たのは，ハリヤーナー州グルガオン県パタウディ村である。前章で見たように，ハリヤー

ナー州は南インドや東インドのように養鶏地域の集中的な分布は見られないが，インドの

なかでも外国産品種が先行的に導入されて養鶏地域の拡大が顕著に見られる地域であり，

対象地域としては適切であると考える。

表2は， 2003年12月時点で，パタウディ村においてブロイラー飼養を行っている養鶏農

家の経営内容を示したものである。まず調査対象農家のカーストを見ると，全ての農家が
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ヤーダヴ (Yadav)と回答している。ヤーダヴとは，北インドで普遍的に見られるカース

トであり，現在は農業カーストに区分されている8)。これより，当該地域のブロイラー養

鶏農家が，特定カーストによって構成されていることが伺えよう。さらに特徴的なのは，

各農家の雇用労働力である。表2を見ると，全ての農家がブロイラー飼養を雇用労働力に

依存しており，それら雇用労働者はネパール，ウエスト・ベンガル州，マデイア・プラ

デーシュ州など労賃水準の低い農村部の出身者で占められている。雇用労働者の数を見る

と，農家番号lでは調査時点、でネパール出身者を20名雇用しているのに対し(写真 1)， 

農家番号7ではウエスト・べンガル州とマデイア・プラデーシュ州出身者を 2名雇用する

にとどまるなど(写真2)，農家ごとに雇用労働者の雇用状況には大きな格差がある。こ

のような雇用労働者数の格差は，各農家の経営規模にほぼ対応した形となっている。

実際，各農家のプロイラ一年間飼養羽数を見ると，飼養規模が最も大きい農家(農家番

号1)で年間20万羽，最も小さい農家(農家番号7)では年間2万羽程度と，農家ごとに

飼養規模の格差が著しいことが分かる(表2)。そして各農家における雛の調達先を見る

と，全ての農家がハリヤーナー州内の解卵企業から雛を購入していることが分かる。これ

ら購入先の解卵企業には，前述したインド大手5社の系列企業も合まれている。例えば，

農家番号2と農家番号4の農家が雛を購入している W社 (WesternHatcheries Ltd.の

略)は，現在のVenky'sIndia Ltd.であり， VH社グループの中核を成す僻卵企業である

(表 I参照)。これら貯卵企業から供給される雛は，府卵企業が所有するトラックによって

各農家の鶏舎まで輸送されている。ただし，農家番号lと農家番号3の農家を除いては，

複数の窮卵企業から雛を購入するなど，特定の貯卵企業による垂直的統合は必ずしも確認

できない。さらに，各農家のブロイラー出荷先を見ると，殆どの農家がハリヤーナー州に

隣接するデリーのガジプル市場を主要な出荷先としていることが分かる。各農家はプロイ

写真1 ハツヤーナー州におけるブロイラー
養鶏農家(農家番号1)

2∞3年 12]] に3王者総長~o

写真2 ハリヤーナー州におけるブロイラー
養鶏農家(農家番号7)

2003年12月に筆者録影。
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ラーを生烏のまま自家用トラック(または借用トラック)に積み，定期的にガジプル市場

へ出荷を行っている。卸売業者に生鳥を直接出荷する農家も散見されるが，日本のように

処理場へ生鳥を出荷する農家は皆無である。

なお，各農家における鶏舎構造やブロイラーの飼養状況を概観すると，殆どの農家がい

わゆる開放鶏舎を採用しており，気温の低下する冬場には布製のカーテンで開放部分の窓

を覆って鶏舎内部の温度を保つ形となっている(写真3)。そして鶏舎内部におけるブロ

イラー飼養状況は，鶏舎の床面が見えるほどに飼養密度が低く(写真4)，総じて，日本

やアメリカ等で見られるような飼養密度を最大限に高めて収益性を上げる経営は行われて

いないといえる。

以上のように，ハリヤーナー州グルガオン県ノtタウディ村における養鶏農家の事例から

は，全ての鹿家が騨卵企業から雛を購入し，飼養したブロイラーを生烏のままで市場へ出

荷していることが明らかとなった。これらの調査結果は，前章で検討したインド鶏肉部門

の特徴(解卵企業の主導的役割，ブロイラーの生烏流通)を概ね裏付けるものといえよ

つ。

‘阜、ょ:と二〆号線療子
~7'~ .. 

写真3 ハリヤーナー州におけるブロイラー
養鶏農家の鶏舎

2003年12月に筆者探彩。

VI.おわりに

写真4 八リヤーナー州の鶏舎内部における
ブロイラー飼養風景

2003年12月に筆者撮影。

本稿では， 1980年代後半から鶏肉生産量がドラスティックに増加しているインドにおい

て，ブロイラー養鶏地域がどのように形成されているのかを地理学的な視点から検討して

きた。その分析結果は，以下のように集約できょう。

インドにおいては1980年代後半から食肉生産構造が著しく変化していることが確認され

た。すなわち.1980年代前半までは生産量がきわめて低位にあった鶏肉が.2003年にはイ
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ンド最大の食肉部門へと急成長を遂げたのである。この背景として.インドにおいて全国

的な鶏肉生産・流通システムが急速に整備されるようになったことがあげられる。

インドにおけるプロイラー飼養の地域的拡大をみると. 1980年代後半から南インドや東

インドを中心にブロイラー養鶏地域が形成されていることが判明した。その空間的な傾向

を見ると，南インドや東インドを中心としつつも，近年では北インドへの拡大が認められ

る。これら飼養羽数の拡大が著しい地域では.ブロイラー飼養羽数に占める外国産品種の

比率が高く，外国産品種の導入によって養鶏地域の拡大が進行している傾向が確認され

た。

このようなブロイラー養鶏地域の拡大に重要な役割を果たしたのが，インドにおいてプ

ロイラー用雛を供給する貯卵企業である。インドにおける鶏肉生産・流通システムでは，

処理加工部門が未発達であるため，処理場が持つ影響力が乏しし代わりに醇卵企業がシ

ステム全体に大きな影響力を持つという特徴がある。実際，ハリヤーナー州における養鶏

農家の聞き取り調査からは，このようなインドの鶏肉部門が持つ独自の特徴を裏付ける結

果が得られた。

今後に残された課題としては，インドの鶏肉部門において大きな影響力を持つVH社

などの大手癖卵企業を対象に，各社がどのような戦略に基づいてプロイラー養鶏地域の拡

大を図ってきたのかを検討する必要があろう。さらに，インドにおいて今後，日本やアメ

リカと同様に処理場の影響力が増大した場合，現在の鶏肉生産・流通システムがどのよう

に再編成されていくのかを予測することも，重要な課題であると考えられる。これらの点

に関する検討は，他日を期すことにしたい。

[付記]

本研究は，平成15年度科学研究費補助金(基盤研究A.研究課題:r経済自由化後のインドに

おける都市・産業開発の進展と地域的波及構造J. 代表者:岡橋秀典，課題番号:13372006)に

よる研究成果の一部である。統計資料の収集に当たっては，インド農業省の担当者各位に格別な

ご配慮を頂いた。また，農家調査に当たっては，ジャミア・ミリア・イスラミア大学大学院生の

MD. Rehman君に通訳を務めて頂いた。ここに記して感謝の意を表します。さらに，科研のメ

ンパーである岡橋秀典，日野正輝，白井義通.i翠宗則，友津和夫，南埜猛，荒木一視，鍬塚

賢太郎の各先生方からは現地での調査方法を始めとして様々なご指導とご助言を頂いた。この場

を借りて心より御礼申し上げます。

本稿は， 2005年度地理科学学会春季学術大会 (2005年5月)において発表した内容を加筆修正

したものである。
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注

1)近年のインドでは「ピンク革命」の他に， 1980年代以降における漁業生産の飛躍的発展を「プルー革

命」と呼ぶこともあるという(中里， 2001， p.66)。

2)正確には，筆者がインド農業省を訪問した2003年12月時点では rrndianLivestock CensusJ 1997年

版は刊行されておらず，印刷の最中であった。本稿で使用した1997年版のデータは，統計担当者のパソ

コン端末からプリントアウトする形で提供を受けたものである。

3)このうち牛・仔牛肉と水牛肉は，一般にヒンドゥー教徒が食べないとされる食肉であるが，それらの

仕向先を把握できる明確な統計は得られない。例えばFAOSTATで各々の輸出量 (2003年)を見ると，

牛・仔牛肉は2万トン(生産量の1.7%)，水牛肉は32万トン(生産量の21.8%)に過ぎず，これらの食

肉が輸出向けに生産されているとは考えに〈い。これらは何らかの形で圏内向けに生産されている可能

性が高いが，本稿では統計の制約上，詳細な言及を諦めざるを得ない。

4)ロス・プリーダーズ社はイギリスに本社を持つ世界最大のプロイラー育種企業である。 2001年に系列

企業と合併したのに伴い社名をエピアジェン社 (AviagenLtd.)へ変更したが，本稿では一般的に浸透

している旧社名を用いる。

5)デリー市政府デリー農業マーケティング局の詳細な組織体系については，荒木(1999，P訓)の第2
図に詳しい。

6)インド良業省での聞き取り調査による。

7)インドにおける主要な大規模小売広では，鶏肉製品コーナーに rVe叫<y'SJの専用スペースが設けら

れていることが多い。

8)米倉(1973.p.132)によれば，ヤーダヴはラジプート族(北インドの士族階級)の l氏族であり，

元々は武士を伝統的職能とするカーストである。しかし，現在のヤーダヴは農業労働に従事することが

多いため，民業カーストに区分されている。なかでも，筑諜をはじめとする畜産業に従事するケースが

多いといわれる(辛島ほか.2002. p.748)。
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Development Mechanisms of the Broiler Meat Production Areas 

in India: Analysis Based on the Agribusiness Behaviors 

Takuya GOTO 

The purpose of this paper is to clarify how the broiler meat production areas in 

India can remarkably develop, from the viewpoint of economic geography. The 

results of this analysis are summarized as follows. 

In India, the meat production structure has changed since the mid-1980s. 

Concretely, the production quantity of chicken has drastically increased and the 

chicken sector has become the largest meat sector in India as of 2003. The main 

cause of this development is the achievement in arranging broiler meat production 

and distribution systems in India since the mid-1980s. 

After the mid-1980s, the broiler raising areas have rapidly expanded from 

southern and eastern India to northern India. In the newly formed broiler raising 

areas, the raising ratios of improved broiler chicks tend to be high. Namely, it is 

clear that the development of broiler raising in India is largely dependent on the 

acceptance of improved broiler chicks. 

With this expansion of broiler raising areas in India, the broiler hatcheries 

played very important roles. The Indian chicken sector has few processors, so the 

hatcheries largely affect the vertical integration of broiler meat production. Actually, 

from a survey in Haryana state in Dec. 2003, it is clear that the broiler growers 

procure their chicks from the hatcheries, and ship their grown birds to live bird 

markets. 

-187-




